
・ 小型～大型幼生が観察されましたが，大型幼生はごくわずかでし
た。
・ 小型～中型幼生数は増加しました。

《調査結果の概要》 調査日：４月２７日（月），同月２８日（火）

・ 調査地点の表層水温は8.7～10.3℃，10m水温は9.3～9.6℃であり，昨年より表層で約1℃
高く，10mでは約2～3℃高い値でした。
・ 気仙沼湾口部（岩井崎）で250ミクロン未満の小型幼生が，唐桑（只越）と大島（大前見）で小
型～大型の幼生が観察されました。
・ 生殖巣指数が低下したことから産卵が行われているものと考えられます。
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図 生殖巣指数の推移

次回の通報発行は５月８日（金）の予定です。

表 浮遊幼生調査結果

県外情報
岩手県(4/28)

・ 唐丹湾で小型幼生が５５個／ｍ３，大型幼生が４個／ｍ３確認，野田と浄土ヶ浜沖の付着稚貝数は
まだ少ない。

調査月日


